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１．開 会 

２．会長あいさつ 

３．議 事 

(1) 新斎場建設候補地選定経過報告について 

【非公開】 

(2) 地域予算提案事業について 

＜説明＞ 

7/14部会で挙げられた事業について、市役所本庁の地域まちづくり課の判断を

仰いだ。予算の制約を考慮に入れながら、ふさわしいと思われる事業を下記 8事

業の中からさらに絞り込みたい。 

１ みかも山公園周辺（観光農園周辺）魅力アップ事業 

２ 岩舟総合運動公園（遊楽々館）の魅力アップ事業 

３ 栃木市図書館岩舟館内の郷土資料の充実化 

４ 通学時の安全確保事業 

５ クライミング施設の整備 

６ 自治会案内板の設置 

７ 観光案内板の整備 

８ ふれあい公園（岩舟公民館前広場）の魅力アップ事業 

 

協議の結果、３，４，６の 3事業を候補事業とする。 

＜質問・意見＞ 
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●委員 

市で対応すべきだが、進まなかったものも含まれていると思われる。そのよう

なものは生かしたい。 

本制度は市民の役割も求められる点ではハード事業ではなく、ソフト事業が採

択されやすいと思う。 

通学時安全事業もカーブミラーや防犯灯は自治会を通じて申請だが、カラー舗

装は可能と思われる。 

自治会名を財産として継承し、残していく必要はあると思う。 

３，４，６がふさわしいと思う。４については道路全面に塗装しなければ、箇

所数を増やせるのではないか。６については地名の由来等を表示することでいい

ものができると思う。 

４は注意表示全般を含めたカラー舗装ということで考えたい。 

「地域限定広報紙」は引き続きの検討事業としてほしい。 

候補事業を３、４、６の事業とし、優先順位と地域の役割についての案を委員

宛に送る。案について意見要望をお願いしたい。 

 

(3) 地方都市リノベーション事業について 

＜説明＞ 

資料２により説明。市では、旧栃木市役所本庁舎跡地や旧栃木中央小学校跡

地などの大規模遊休地を活用し、文化施設や市民活動支援施設、子育て支援施

設などを整備する「地方都市リノベーション事業（国の交付金事業）」（今回配

布資料）の計画を進めている。本事業に係る、文化施設（美術館）や市民活動

支援施設（地域交流センター）等は、全市に関わる施設であり、また、事業規

模も大きいことなどから、地域会議へ情報提供させていただくものである。 

４．その他 

(1) 子ども子育て会議委員の推薦について 

こども課より岩舟地域会議から１名の推薦依頼。子ども子育て支援事業計画

の推進に関し、岩舟地域の実情等について意見を言える方の推薦依頼。 

髙久委員を推薦することを決定する。 

(2) その他 

・視察の実施について 

視察先例：まちづくり実働組織の先進地視察として、皆川地区街づくり協議

会 

・岩舟地域会議懇親会開催について 

8/27か 9/25の地域会議の日の夕刻開催する。 

・静和２区の「まちづくり実働組織」勉強会報告 

行政の自治会長等への周知の強化、地域での目的の明確化、リーダーの育成

等の課題を確認した。 

 

 

５．閉 会 

 


